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１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 8,324 13.1 308 190.4 354 158.2 173 41.8

2024年３月期第１四半期 7,361 0.3 106 △3.5 137 △29.5 122 △11.6
(注)包括利益 2025年３月期第１四半期 102百万円(△35.7％) 2024年３月期第１四半期 159百万円(2.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 29.41 －

2024年３月期第１四半期 20.74 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 42,506 22,786 53.6

2024年３月期 43,197 22,831 52.9
(参考) 自己資本 2025年３月期第１四半期 22,786百万円 2024年３月期 22,831百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 25.00 － 25.00 50.00

2025年３月期 －

2025年３月期(予想) 10.00 － 30.00 40.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 17,000 7.0 200 △62.1 200 △65.0 150 △66.8 25.38

通期 35,800 9.4 950 △7.2 950 △10.9 670 △26.1 113.36
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社（社名） 、除外 ― 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関す
る注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期１Ｑ 5,912,999株 2024年３月期 5,912,999株

② 期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 2,704株 2024年３月期 2,699株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 5,910,298株 2024年３月期１Ｑ 5,910,709株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来予測情報の適切な利用に関する説明）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が
あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（1）財政状態及び経営成績の状況

当期におけるわが国経済は、欧米における高い金利水準の継続に伴う影響や中国経済の先行き懸念など、海外景気

の下振れがわが国の景気を下押しするリスクとなっておりますが、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果

もあって、緩やかな回復が続くことが期待されております。一方で、当社グループを取り巻く需要環境は、ロシアに

よるウクライナ侵攻、中東地域をめぐる情勢等の地政学リスクの長期化、原材料・人件費を始めとした諸コストの上

昇等、不透明な状況が継続しております。

このような状況の中、当社グループでは、諸コストの上昇に対する販売価格改定、高付加価値製品の販売拡大、徹

底したコスト削減等に努めたことにより、当期における当社グループの連結業績は、売上高は8,324百万円と前年同期

に比べ963百万円の増収、営業利益、経常利益はそれぞれ308百万円（前年同期比202百万円の増益）、354百万円（前

年同期比216百万円の増益）となりました。また親会社株主に帰属する四半期純利益は173百万円（前年同期比51百万

円の増益）となりました。

当第１四半期連結累計期間のセグメント毎の経営成績は次のとおりです。

＜特殊鋼線関連事業＞

(ＰＣ関連製品) 公共事業分野における高速道路会社向け大型案件の納入等により、販売数量は前年同期に比べ増加し

ました。

(ばね・特殊線関連製品) 主力の自動車分野の需要は、足元中国向けクラッチの生産調整影響等により、前年度末より

減少傾向となっておりますが、前年同期は中国での日系自動車メーカーの販売不振影響等があったことに加えて、当

期はプリンター分野における需要回復影響もあり、販売数量は前年同期に比べ増加しました。

その結果、特殊鋼線関連事業全体の売上高は4,566百万円と前年同期に比べ637百万円の増収となり、営業利益は191

百万円（前年同期は45百万円の損失）となりました。

＜鋼索関連事業＞

各業界の人手不足や諸コストの上昇影響等により、需要は依然として低水準で推移しておりますが、販売価格改定

実施による一時的な駆け込み需要の発生や、為替影響による輸出案件の増加等により、販売数量は前年同期に比べ増

加し、売上高は3,335百万円と前年同期に比べ291百万円の増収となり、営業利益は137百万円（前年同期比4百万円の

増益）となりました。

＜エンジニアリング関連事業＞

工事分野における案件前倒し影響等により、売上高は406百万円と前年同期に比べ34百万円の増収となりました。

一方で、諸コストの上昇影響等により、営業損失は32百万円（前年同期は6百万円の利益）となりました。

＜その他＞

不動産関連事業の売上高、営業利益はそれぞれ15百万円、12百万円と前年同期並みとなりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末との比較において、次のとおりとなりました。

総資産は、691百万円減少の42,506百万円となりました。これは主として現金及び預金の減少、売掛金の減少によるも

のです。

負債は、646百万円減少の19,719百万円となりました。これは主として長期借入金の減少によるものです。

純資産は、44百万円減少の22,786百万円となりました。これは主としてその他有価証券評価差額金の減少によるもの

です。また、自己資本比率は53.6％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の第２四半期累計期間および通期の業績予想につきましては、2024年５月９日に公表いたしました業績

予想を修正いたしました。

詳細につきましては2024年８月６日に公表いたしました「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照

ください。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,025 2,728

受取手形 133 202

売掛金 4,474 4,218

電子記録債権 3,909 3,962

商品及び製品 5,384 5,294

仕掛品 3,841 3,887

原材料及び貯蔵品 2,412 2,302

その他 502 609

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 23,682 23,204

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,628 2,585

機械装置及び運搬具（純額） 5,149 5,063

工具、器具及び備品（純額） 101 96

土地 5,852 5,852

リース資産（純額） 2 1

建設仮勘定 127 161

有形固定資産合計 13,862 13,760

無形固定資産 261 256

投資その他の資産

投資有価証券 1,886 1,825

繰延税金資産 751 696

退職給付に係る資産 2,566 2,589

その他 211 197

貸倒引当金 △25 △25

投資その他の資産合計 5,391 5,284

固定資産合計 19,515 19,301

資産合計 43,197 42,506
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,722 2,583

短期借入金 4,901 5,726

リース債務 1 1

未払費用 964 1,109

未払法人税等 332 43

契約負債 66 64

賞与引当金 625 261

その他 805 723

流動負債合計 10,418 10,514

固定負債

長期借入金 5,275 4,372

リース債務 0 0

役員退職慰労引当金 9 10

環境対策引当金 23 23

災害損失引当金 - 86

退職給付に係る負債 4,518 4,591

その他 119 120

固定負債合計 9,947 9,205

負債合計 20,366 19,719

純資産の部

株主資本

資本金 8,062 8,062

資本剰余金 8,164 8,164

利益剰余金 4,731 4,757

自己株式 △3 △3

株主資本合計 20,955 20,981

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 495 455

為替換算調整勘定 189 196

退職給付に係る調整累計額 1,190 1,153

その他の包括利益累計額合計 1,876 1,805

純資産合計 22,831 22,786

負債純資産合計 43,197 42,506
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

売上高 7,361 8,324

売上原価 6,110 6,860

売上総利益 1,250 1,464

販売費及び一般管理費 1,144 1,155

営業利益 106 308

営業外収益

受取利息 15 13

受取配当金 39 38

持分法による投資利益 - 12

固定資産賃貸料 10 10

その他 15 7

営業外収益合計 80 82

営業外費用

支払利息 13 17

持分法による投資損失 9 -

出向者負担金 13 10

その他 13 9

営業外費用合計 50 37

経常利益 137 354

特別利益

投資有価証券売却益 - 34

特別利益合計 - 34

特別損失

災害による損失 - ※1 118

特別損失合計 - 118

税金等調整前四半期純利益 137 269

法人税、住民税及び事業税 △32 6

法人税等調整額 47 89

法人税等合計 14 95

四半期純利益 122 173

親会社株主に帰属する四半期純利益 122 173
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

四半期純利益 122 173

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 48 △40

為替換算調整勘定 3 3

退職給付に係る調整額 △30 △37

持分法適用会社に対する持分相当額 15 4

その他の包括利益合計 37 △70

四半期包括利益 159 102

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 159 102
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 災害による損失

前第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年６月30日）

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

2024年４月16日に発生いたしましたロープ製造所（尾上地区）におけるひょう被害による工場建屋の原状回復費

用等の支出額及び支出見積額を計上しております。

なお、原状回復費用等の金額が確定していないものについては、見積額により災害損失引当金を計上しており、

災害による損失には、当該引当金繰入額が含まれております。

また、ひょう被害による損害につきましては損害保険を付保しておりますが、現時点で当該損害に係る保険金の

受取金額等は確定していないため、当第１四半期連結累計期間においては受取保険金を計上しておりません。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しております。

なお、当該変更による連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,929 3,044 372 7,346 15 7,361 － 7,361

セグメント間の内部売上高
又は振替高

128 36 0 165 － 165 △165 －

計 4,057 3,081 372 7,511 15 7,526 △165 7,361

セグメント損益 △45 132 6 94 12 106 － 106

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。

（注２）セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,566 3,335 406 8,309 15 8,324 － 8,324

セグメント間の内部売上高
又は振替高

128 45 1 175 － 175 △175 －

計 4,695 3,381 408 8,485 15 8,500 △175 8,324

セグメント損益 191 137 △32 296 12 308 － 308

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。

（注２）セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

減価償却費 241百万円 238百万円


